
日本国書法の制定
1945（昭和20）年10月，幣原内閣はGHQに憲法

改正を指示され，憲法問題調査委員会（委員長

松本桑治）を政府内に設置した。しかし、同委員会作成の改正試案がいぜ1

んとして天皇の続泊権を認める保守的なものだったため，GHQは榛東委

員会の活動がはじまるのを前に，みずから英文の改正草案（マッカーサー15

草案）を急きょ作成して0、1946（昭和21）年2月，日本政府に提示した。　′

政府は，これにやや手を加えて和訳したものを政府原案として発表した。

新憲法制定は手続き上，大日本帝国憲法を改正する形式をとり，改正案は

衆議院と貴族院で修正可決○されたのち、日本国憲法として1946（昭和21〉

年11月3日に公布され，1947（昭和22）年5月3日から施行された。

新憲法は，主権在民・平和主義・基本的人権の尊重の3原則を明らかに

した画期的なものであった。国民が直接選挙する園舎を「匡Ⅰ権の最高機関」

とする一方．天皇は政治的権力を持たない「日本国民統合の象徴」とな、っ

た（象徴天皇制）。また第9条で「国際紛争を解決する手段」としての戦争を

放棄し，そのための戦力は保持せず，交戦権も認めないと定めたことは，

世界にも他に例がない。　　　　　　　　352　第11章　占領下の日本
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○　高野岩三郎らによる民間の悪法研究会は，1945年12月に主隠在民原則と立懇君主制をとっ

た「憲法草等要綱」を発表し，G叫や日本政府にも伐出していた。マッカーサー草案作成の中

心となったGHQのスタッフは．欧米諸国の患法やこの「憲法草案要綱」などを参考にLながら，

顎例のない先進的憲法をつくる悪気込みで作業を進めた。

◎　GHQ草案がそのまま新憲法になったのではなく．政府案の作成や議会審言漁の過程で追

加・修正がなされた。平賀では国会は衆議院のみの1完制だったが，日本政府の強い希望で参

議院を加えて二院制となった。また衆議院の修正段附では．芦前払発案により，機カネ廉

に関する第9粂第2項に「前項の目的を達するため」との・字句が加えられ、自衛のための軍隊保

持にふくみを残した。
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1945年10月l旧にマッカーサーが示した憲法の自由主義化の勧告に

従って．松本蒸嘉国務相を委員長とする憲法問題調査委員会が発足
した。委員会は「改正要綱（松本転勤」を作成したが，GHQがこ
れを拒否。あらためてGHQ案を墓礎とする政府案を作成し，マッ
カーサーの支持を得て．枢密院・帝国議会の審議で成立した。

◎日本国憲法　吉田茂をはじめ
として．第1次吉田内閣の各閣僚
の著名がある。

日本声憲法の特色

・公布　柑48年11月3日

1947年巧月3日

前文と本文11革103集：監
内容　①主権在民・平和主義・基

本仲人糠の尊重の3最則

⑫彙鎗天皇制

⑳戦争放棄

8日本国憲法の成立
○憲法研究会　嵩鼻望竺鮎、捷唱
してできた民間邦故人グループ「零
法研究会」は．1945年は月26日．7
人の署名で「憲法革製劉軌を発表
した。この要綱は，国民主権と立憲

君主制を明記してお

り，GHQ民政局に

よって検討された憲

法草案に影響を与え

た。写真は，「憲法

草案要綱」の原稿（研

究会の鈴木安蔵肇）

と高野岩三郎。
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◎新寮法公布の祝賀会（1鋸6年11月3日）皇居前で10万

人参加の日本国憲法公布の祝賀都民大会が開かれた。

現
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双
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史
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「
憲
法
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岩
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○
現
在
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と
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っ
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懇
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さ
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実
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す
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